
令和5年Sport in Life推進プロジェクト

スポーツエールカンパニー2024
認定企業向け アンケート

【抜粋】
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調査概要

■調査対象 ： 「スポーツエールカンパニー2024」認定企業の担当者

■調査地域 ： 全国

■調査方法 ： インターネットリサーチ

■調査時期 ： 2024年2月20日（火）～3月6日（水）

■有効回答数 ： 569サンプル
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アンケート回答団体 基本情報 （※有効回答数：569件）

民間企業, 83.5

医療福祉団体, 5.6

スポーツ関連団体, 

2.6

経済団体, 1.1

地方公共団体・

関連団体, 0.9
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系列1 2 1 1 8 8 8 5 4 3 2 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

1，001名以上 

30.1%

301名~1，000名以

下 20.2%
101名~300名以下 

16.7%

6名~20名以下 

10.9%

21名~50名以下 

10.2%

51名~100名以下 

8.4%

5名以下 3.5%

団体種別

従業員数

業種
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総務部門 36.7%

人事・労務部門 

33.7%

企画・広報・マーケティン

グ部門 7.9%

営業・販売部門 2.8%

経理・財務部門 1.6%

情報システム部

門 0.5%

その他 16.7%

完全出社型である

（週5日以上出社） 

56.9%

ほぼ出社型である

（週2-4日程度出

社） 38.0%

ほぼ出社しない（週1日

以下の出社） 2.5%

その他（フリーランス等

で傾向がない等）【 】 

1.4%

完全リモート（または在

宅）である 1.2%

されていない 88.4%

「＋（プラス）認定」されて

いる 11.6%

アンケート回答団体 基本情報 （※有効回答数：569件）

勤務形態

「＋（プラス認定）」有無

所属部門
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取り組みは「いつ」行うものか

54.7

41.1

34.6

25.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務日の就業時間内（業務時間に組込まれている）

勤務日の就業時間外（始業前や退勤後等（通勤時間を除く））

非勤務日（勤務のない日）

勤務日の就業付帯時間帯（通勤時間や昼休み等）

その他

貴社（団体）において、従業員のスポーツ実施のために行っている、もしくは実施を推奨している取り組みは、「いつ」
行うものですか。（有効回答数：569件）
※あてはまるものをすべてお選びください。

調査結果（抜粋）
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取組の性質について
貴社（団体）において、従業員のスポーツ実施のために行っている、もしくは実施を推奨している取り組みの「性質」を、実施日・時間
帯ごとにお知らせください。（いくつでも）取り組みの性質（個人か団体か）をお答えください。 [勤務日の就業時間内（業務時間に
組込まれている）] （有効回答数：311件）

82.3

43.7

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従業員複数人が集まって、もしくは団体として行う取り組み具体的に：

個人で行う取り組み具体的に：

その他具体的に：

貴社（団体）において、従業員のスポーツ実施のために行っている、もしくは実施を推奨している取り組みの「性質」を、実施日・時間
帯ごとにお知らせください。（いくつでも）取り組みの性質（個人か団体か）をお答えください。 [勤務日の就業付帯時間帯（通勤時
間や昼休み等）] （有効回答数：145件） 

80.7

43.4

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人で行う取り組み具体的に：

従業員複数人が集まって、もしくは団体として行う取り組み具体的に：

その他具体的に：

調査結果（抜粋）

・朝礼後ラジオ体操
・ストレッチ体操
・ヨガ教室
・健康測定会
・運動セミナー
・ノルディックウォーキング
・スタンディングワーク 等

・歩活
・ストレッチ
・筋トレ体操
・ジムでの有酸素運動
・自転車通勤
・通勤時階段利用
・1駅分歩く
・スニーカー通勤 等
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80.7

43.1

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従業員複数人が集まって、もしくは団体として行う取り組み具体的に：

個人で行う取り組み具体的に：

その他具体的に：

73.5

57.3

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従業員複数人が集まって、もしくは団体として行う取り組み具体的に：

個人で行う取り組み具体的に：

その他具体的に：

貴社（団体）において、従業員のスポーツ実施のために行っている、もしくは実施を推奨している取り組みの「性質」を、実施日・時間
帯ごとにお知らせください。（いくつでも）
取り組みの性質（個人か団体か）をお答えください。 [勤務日の就業時間外（始業前や退勤後等（通勤時間を除く））]（有効回答数：
234件）

貴社（団体）において、従業員のスポーツ実施のために行っている、もしくは実施を推奨している取り組みの「性質」を、実施日・時間
帯ごとにお知らせください。（いくつでも）
取り組みの性質（個人か団体か）をお答えください。 [非勤務日（勤務のない日）] （有効回答数：197件） 

取組の性質について

調査結果（抜粋）

・歩活
・フィットネス施設の利用推奨
・始業前、始業後のジム利用
・アプリを利用した健康づくり
・会社契約のスポーツクラブの
利用
・部活動制度
・ラジオ体操
・ジョギング 等

・ゴルフ、テニス、スポーツレク
リエーション、釣り
・各種部活動
・大会参加
・スポーツイベントの開催
・会社主催の体育行事
・マラソン大会
・企業対抗駅伝
・サイクリングイベントに参加
・ゴミ拾いウォーキング 等
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83.4

45.5

16.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人で行う取り組み具体的に：

従業員複数人が集まって、もしくは団体として行う取り組み

具体的に：

その他具体的に：

貴社（団体）において、従業員のスポーツ実施のために行っている、もしくは実施を推奨している取り組みの「性質」を、実施日・時間
帯ごとにお知らせください。（いくつでも）
取り組みの性質（個人か団体か）をお答えください。 [勤務日/非勤務日に関わらず、日常生活全体]（有効回答数：319件）

取組の性質について

調査結果（抜粋）

・ウォーキングイベント
・歩活
・健康情報発信
・日常的なジョギング推奨
・外部のスポーツクラブへの利
用補助
・施設対抗の歩数対決
・ウォーキングアプリの活用
・日々の体重測定
・スポーツ奨励金 等

具体的に：
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スポーツ活動詳細
貴社（団体）において、従業員のスポーツ実施のために行っている、もしくは実施を推奨している取り組みについて、具体的にどの
ようなスポーツ活動を行っていますか。
以下（※２）の中から、あてはまるものを最大3つまでお選びください。
4つ以上実施している場合は、実施機会の多いものを3つお選びください。
※実施日・時間帯は不問としてお考えください。（有効回答数：569件）

上位5位
1.ウォーキング（散歩・ぶらぶら歩き・一駅歩きなどを含む）77.5％

2.体操（ラジオ体操・職場体操・美容体操等） 58.2％

3.階段昇降（2アップ3ダウン等）23.0％

4.ランニング（ジョギング）・マラソン・駅伝 19.2％

5.[ランニングマシーン]・エアロバイク・室内運動器具を使ってする運動等）17.0％

調査結果（抜粋）

※２：次ページにてスポーツ活動の選択項目を掲載しています。
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スポーツ活動詳細（項目の内訳）

1ウォーキング（散歩・ぶらぶら歩き・一駅歩きなどを含む）
2階段昇降（2アップ3ダウン等）
3ランニング（ジョギング）・マラソン・駅伝
4陸上競技
5自転車（BMX含む）・サイクリング
6スケートボード・ローラースケート・インラインスケート・一輪車
7トレーニング（筋力トレーニング・トレッドミル[ランニングマシーン]・エアロバイク・室内運動器
具を使ってする運動等）
8体操（ラジオ体操・職場体操・美容体操等）
9エアロビクス・ヨガ・バレエ・ピラティス
10縄跳び・ダブルダッチ
11器械体操・新体操・トランポリン
12ダンス（ブレイキン[ブレイクダンス]・フォークダンス・ジャズダンス・社交ダンス・民謡踊り・
フラダンス等）
13チアリーディング・バトントワリング
14水泳（競泳・水球・飛び込み・アーティスティックスイミング・オープンウォータースイミング
等）
15アクアエクササイズ・水中ウォーキング
16野球（硬式・軟式等）
17ソフトボール
18キャッチボール
19テニス・ソフトテニス
20バドミントン
21卓球（ラージボール含む）
22ゴルフ（コースでのラウンド）
23ゴルフ（練習場・シミュレーションゴルフ）
24グラウンドゴルフ・パークゴルフ・マレットゴルフ・スナッグゴルフ・ディスクゴルフ・パターゴ
ルフ等
25バレーボール・ビーチバレー・ソフトバレーボール
26バスケットボール・3×3・ポートボール
27ドッジボール
28ハンドボール
29サッカー

30フットサル
31ラグビー・アメリカンフットボール・タグラグビー
32グラウンドホッケー・ラクロス
33ボウリング
34ゲートボール
35レスリング・相撲・ボクシング
36テコンドー・太極拳・合気道
37柔道
38剣道・居合道・なぎなた・銃剣道
39空手・少林寺拳法
40登山・トレッキング・トレイルランニング・ロッククライミング
41フリークライミング（ボルダリング・リードクライミング・スピードクライミ
ング等）
42キャンプ・オートキャンプ
43ハイキング・ワンダーフォーゲル・オリエンテーリング
44ボート・漕艇・カヌー・カヤック・ラフティング
45ヨット・水上スキー・ウェイクボード・水上バイク・ジェットスキー
46スクーバダイビング・スキンダイビング・フリーダイビング・シュノーケリン
グ
47サーフィン・ボディボード・ボードセーリング・ウインドサーフィン
48釣り
49スキー
50スノーボード
51クロスカントリースキー・スノーシュー
52アイススケート・アイスホッケー・カーリング
53アーチェリー・弓道・射撃・クレー射撃
54グライダー・ハンググライダー・パラグライダー・スカイダイビング
55乗馬
56レクリエーションスポーツ（ティーボール・フライングディスク・インディア
カ・スポーツチャンバラ・ユニカール・
アルティメット・キンボール・シャフルボード・ペタンク・綱引き・ダーツ・ス
ポーツ吹き矢 等）
57障害者スポーツ 競技名：【 】
58その他【 】

調査結果（抜粋）
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「特定の世代」をターゲットにして

いない 98.1%

「特定の世代」をターゲットにして

いる 具体的に 1.9%

ここまでお答えいただいた、貴社（団体）において従業員のスポーツ実施のために行っている、もしくは実施を推奨している取り組
みは、従業員の「特定の世代」をターゲットにして行うものですか。
また、具体的にどの世代をターゲットにしていますか。（有効回答数：569件）

「特定の世代」のターゲット

• ５８歳以上の高齢従業員

• 40代

• 運動系アプリを使った運動習慣の定着は、若年層

• 30代以上

• 全従業員

• 60歳以上の従業員と希望者

• 中高年者

• 30代から50代の世代

• 58歳、新入社員

• ミドル・シニア層

• 働き盛り世代

スポーツ活動のターゲットについて

調査結果（抜粋）
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53.4

51.5

41.3

36.7

31.3

29.0

25.1

10.2

4.9

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（場所・機会的支援）プログラムの実施や活動の場の提供等

（金銭的支援）ジムの法人契約・優待利用や実施にかかる費用

の補助等

（インセンティブ）目標達成した人への賞品提供等

（情報提供）メルマガやセミナー等の実施

（人的支援）推進部門や担当を設置する等の人的環境整備

（時間的支援）定時退社奨励や休暇取得支援等

（物的支援）参加を促すスポーツ用品やアイテム等の提供

（保険・補償）スポーツ実施に関わる怪我や事故の補償等

行っていない

その他

の補助等

貴社（団体）では、従業員のスポーツ実施を支援するための施策を行っていますか。
行っているものをすべてお選びください。（有効回答数：569件）

9 その他

• C厚生クラブの活動に関する費用補助

• 自社にトレーニングジム完備

• 同好会（野球、ソフトボール、卓球、バドミントン、空手・・・）に、
活動補助金を活動実績に応じて支給

• 社内ヨガ実施のため、費用会社負担でインストラクター養成

• スポーツ同好会への活動費用補助

• 健康に関わる応援金の助成

• 費用の一部を健保組合が補助

• 職務内容に応じた服装の自由化

• マラソン大会への参加やゴルフを行う際の費用の負担

• 部活動に対する補助金制度

• 講師を招く際の金銭的支援

• 報奨金

• 全社員にポイントを付与し、サークル活動に使用する器具、
道具などの費用にも充てている

• ぐんまマラソン参加費無料、バス送迎、朝食の提供、食事会
の補助、ユニフォームの貸与

• 導入アプリと景品の提供

• アプリポイントの付与

• スポーツ補助金

• 取組に対する普及啓発

• チーム対抗戦のｳｫｰｷﾝｸﾞﾁｬﾚﾝｼﾞで優勝チームに賞品提供

• 社内ネットワークでの関連情報交換

スポーツ活動の支援施策について

調査結果（抜粋）
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71.9

70.8

49.6

42.9

27.1

15.8

1.6

1.6

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従業員の健康増進等による医療費削減、健保収支改善のため

企業ブランディングのため（認知度向上やイメージアップなど）

制度に関心を持った/目的に共感したため

社会貢献のため（社会全体のスポーツ実施への意識醸成など）

優秀な人材確保のため

他認定企業との接点やつながり拡大のため

スポーツ庁の公募入札時の加点のため

社外（団体外）向けの目的は特にない

その他

貴社（団体）が、「スポーツエールカンパニー2024」に取り組んだ目的をお知らせください。
まず、社外（団体外）向けのものとしてあてはまるものをすべてお選びください。（有効回答数：569件）

8 その他

• 今後のインセンティブへの期待ため

• 健康経営の取組みの一環として

• 社員に対する弊社の健康施策の権威付け

• 社員のメンタル・コンディション向上のため、社内リレーショ
ン作りのため

• 健保組合として加入事業所の健康経営を推進したいため

• パラアスリートを雇用しているため

• 従業員に健康について意識をしてもらいたいと思ったため

• 健康経営度調査の加点のため

• 健康優良法人認定取得のため

• 健康経営優良法人の認定から

• 従業員のリフレッシュのため

• 健康経営認証取得のため

• 従業員の健康増進のため

• 関連会社が取得していたため

スポーツエールカンパニー2024の取組目的について（社外）

調査結果（抜粋）
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貴社（団体）が「スポーツエールカンパニー2024」に取り組んだ目的について、次に、社内（団体内）向けのものとしてあてはまるも
のをすべてお選びください。（有効回答数：569件）

77.0

76.1

56.6

51.3

47.8

40.9

17.4

1.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従業員の体力の維持・向上のため

従業員同士のコミュニケーション活性化のため

従業員のメンタルヘルスの維持・向上のため

風通しのよい職場の風土づくりのため

従業員の生産性（業務効率）向上のため

従業員向けの企業（団体）イメージ向上のため

従業員のアイディアや創造性向上のため

その他

社内（団体内）向けの目的は特にない

9 その他

• ワークエンゲージメント
  POS（Perceived Organizational Support）

• 健康経営の一環として

• 一枚岩経営の一環としてコミュニケーションを図り、企業文
化を育てるため

• 従業員の運動習慣定着のきっかけのため

• 健康経営の推進のため

スポーツエールカンパニー2024の取組目的について（社内）

調査結果（抜粋）
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40.6

39.2

29.7

20.2

12.5

12.5

11.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り組みの継続性

取り組みの効果測定

職場全体の理解や取り組みしやすい風土づくり

取り組む時間の捻出

取り組みに関わる経費の捻出

管理職や経営層の理解促進

課題は特にない

その他

貴社（団体）で「スポーツエールカンパニー2024」への取り組みを進めるにあたって、課題はありましたか。
あてはまるものを最大3つまでお選びください（有効回答数：569件）

8 その他

• インセンティブがなかったこと

• 個人情報を大量に扱っている職場上、エビデンス用写
真撮影が困難な点

• 参加希望者が多すぎ、毎回抽選をしなければならない
こと

•  ＋認定に該当する具体的な取り組み案を見いだせて
いない

• 健康やスポーツに対する無関心層へのアプローチ

• 取り組みに無関心な従業員への働きかけ方

• 継続はできていますが、反面、人によっては飽きてき
ている様子もあるので毎年同じにならないようにする
ことが課題

• 無関心層へどのように興味をもってもらうか

スポーツエールカンパニー2024の取組にあたっての課題について

調査結果（抜粋）



15

57.1

52.0

19.9

3.5

3.2

2.8

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（従業員が）自分の身体を意識するようになった

職場のコミュニケーションがよくなった

企業のイメージが上がった

業務の効率があがった

特にない

アイディアや創造性が向上した

その他

貴社（団体）で「スポーツエールカンパニー2024」への取り組みを進める中で感じられた良い効果はありましたか。
あてはまるものを最大3つまでお選びください。
※貴社（団体）全体の状況についてお知らせください。（有効回答数：569件）

7 その他

• ラジオ体操が習慣化したこと

• 加入事業所に向け健康経営をより推進しやくなった
こと

• 会社全体のスポーツに対する取組みを再評価する良
い機会となった

• 経営層が従業員の健康に関心を示すようになった

• 色々なスポーツイベントを企画するきっかけとなっ
た

• プレスリリース等の社外発信、外部取材も１つのキッ
カケに従業員が自社の取り組みに関心を持つように
なったこと

• 取組に対する評価をいただくことで継続へのモチ
ベーション維持となったこと

• 従業員のリフレッシュになったこと

• 一体感の醸成

• 健康経営優良法人（ホワイト500）に認定されたこと

• まだわからない

取り組みを進める中で感じられた良い効果について

調査結果（抜粋）


	既定のセクション
	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15


